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if;-編に於て，回折格子による軟X線分光計に種々の点で優る光電式分光計の製作を目的として， 速度
分散の大きいスペク卜ロメーターを製作し，これが低速電子の述度分光に泊することを明らかにした。
第二編では，製作したスペクトロメーターで，銅，ニッケノレ，アルミニウム， 黒ぬから発射された軟X
線により金属から放射された光電子のエネルギ一分布を測定し，軟X線領域の波長による光百子は， 大部
分非弾性散乱によってエネノレギーをかなり失っていることを認め，その分布について考察を行なった。更
に軟X線分光へ応用するためには，光電子放射体を開発し， luminosity を大きく出来， しかも高分解能の
スペクトロメーターの使用が望ましいことを切らかにした。
第三刺ùî は，第-íM，J!こ述べたスペクトロメーターの質量分析計への応用について述べたものである。一般
には利用されていない傾斜平面型磁極による磁場の，質量分散の大きいこと，および， 立体収敏性のある
ことに着目し，不均-ji技場一の大きな速度分散を， やはり大きな辿度分散をもった球妓コンデンサーによっ
て打消すことにより，二重収敏性をもたせた高分解能の質量分析計の開発を試み， 二次の二重収数条件を
見出し，質量分析計の設計についての理論を完成したり
論文の審査結果の要旨
本論文は j主論，三制および総括から成っている。
)j'; ri命には電子のエネルギ一分析には送電界法と電{I~~界で収数させる方法とがあり， 著者は後者をJìJい，
加藤と共同で不均一政界を利用したものを製作し，つぎに著者単独でこれに改良を加え， 軟X線によって
放出された光電子のエネルギ一分析に応用したこと， さらにこの方法ーを質量分析計の開発に応用したこと
を述べている。
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第一一編は傾斜平面磁栴をもった低エネルギー電子の速度分析装置の製作ならびに調整について述べたも
ので，装置本体以外に磁界の強さを測るブ7ft熱電子を加速する方法ーなども述べ， 加速竃圧を変えて励般電
流とコレクター電流との関係を求め，電子エネルギーの較正曲線を得ている白
第二編は傾斜平田政極を用いた低エネルギー電子速度分析禁置による光電子の速度分析と軟X線分光へ
の応用について述べたものである。
軟X線によって放出される光電子については従来ほとんど研究されていないこと ， 4~:1こ筆者の目的とす
る伝導電子の光屯効果については全く未知の分野であることを述べ， 光電子を加速せずに測定するために
X線管を改良試作して得られた結果を述べている。黒鉛，アルミニウム，ニッケノレ， 銅から出る軟X線を
光電面に当て，得られた光電子を分光した結果，そのエネノレギ一分布曲線は二つの部分に分けられ， 第一
の部分は o --30eVの低エネノレギーで二次電子に相当するもの，第二の部分は広いエネルギー範囲にE って
おり，最大エネノレギーは特性X線のエネルギーに相当するところまで及んでいる。 エネノレギ一範囲の拡が
る原因は光電子の弾性，非弾性散乱によるものであると指摘している。 乙れらの結果から著者は本分析器
は軟X線分光器としては分解能の点で回析格子を有するものに及ばないが， 広い範囲にE り分光が出来る
乙と，光電子その他の電子の速度分光には有用なものであり， 特に表面状態の研究に使い得るととを指摘
し，分光器としての分解能を上げる方法，線源が~~い場合の対策等にも検討を加えている。
第三編は傾斜平面磁極を利用したスペク卜ロメーターの質量分析計としての応用についてのものであ
り，最近の質量分析計は二重収数性に進んで来て，分解能の向上が約束されるようになり， さらに立体収
数性をもたせ， stigmatic な像を得る見込みもついているが， 工作上に難点があるために容易に実現に至
らないこと，著者は工作の容易な傾斜平面磁極と球殻コンデンサーを直列につなぎ立体収敏性のよい大き
な質量分散をもった二重収数型質量分析計の開発を試みたと述べている。 すなわち最初に一次の二重収数
を計算し，磁界境界に僅かな曲率をもたせることによってこの条件を満足するものが得られること， つぎ
に荷電粒子をMk界に垂直に入射させ，磁極面の交線上に結像させる型について計算して一次の二重収数条
件を満足する結果に到達し，球殻コンデンサーおよび磁極を小さくすることに成功したと述べている。 こ
れら二つの型の質量分析計のうち前者はイオン源とコレクターの接近したもの， 後者は離れているもので
ある。いずれも質量分散が良好で場所をとらないものである口前者の方が小型になるが， 時として工作上
に多少の困難を伴なうことが予想されると述べている。
総括には以上の結果を要約して述べてある。
軟X線によって放出される光電子のエネルギー測定は強い線源が得難い上~[)t電子の数も少なく速度も
遅いので測定の非常に困難なものである。著者は電子の速度分析に適した傾斜平田磁極をもっ速度分析計
の開発を進め，光電子の速度分析を行なうことに成功して光電子のエネノレギーの最大は特性 X線のエネノレ
ギーに相当すること，線源から出る軟X線は表面状態に関係すること大であること， および軟X線のエネ
ノレギーに無関係な低エネルギーの電子が多数放出されることなどを明らかにしたの
また乙れを質量分析計に応用するために必要な理論的研究を完成し， これと球殻コンデンサーとの組合
せにより従来提案されていたものよりも質量分散，立体収数性がよく， 工作の容易な新らしい型の工業上
有用な質量分析計と期待されるものの製作に必要な設計法を確立した口 これらの結果は工学上極めて有意
義なものである。よって本論文ば博士論文として価値あるものと認める。
